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文
公
の六
氏
の
鴻
泌
総
で あ
る
。わ

が子

の
教育に
凶騰
を
感じ
、

何
と

た
く読め
か
か
って
い
る 親
は
本舎

を
読ん
で明る
い
も
の
を
見出す
で

あろ
う。
希
望
を
与
え、
鼓
舞す
る

よう
な得

物
で あ
る
。

『0歳からの母貌作戦』（弁波大

活・どまau－－ハ

五
O阿）
は
人
間

の
もつ
無
限
の
可
能
性と
、そ

れ
が

O
歳
児
から
の
教育に

よ
って
篤異

的
に
発郷
され
る

と
と

を
税
い

た
も

の
で、
多
くの
硲門家

と
の
対
践に

法づ

く酬は
箆な

恥
例と信

組
が弱
者

によ
って
見事
に
消
化
され
反問
さ

れ
て

い
る 。

以 上の
五

点の容物
は
多 く
の

と

と
を

数
えてく
れ
る。
し
かし家
庭

数
背は
実
践で あ
る 。子
ど

もの
成

長を
制か

く
見
守り

ながら
、親

が

自
信を
も
って
働き
か
けてい
〈と

とが
大

切で あ
るが

、子
ど

もに
も

個
人

差が
あ

る
と

と
も

忘れ
ては
念

ら
ない。

（政京都立大学
教

綬
舵摩武俊）

得
カミ
？亡
レミ
激
動

サ
の

II 
:I' BBケ
イ 和隠幽

外

ら 史
II 

五＠、・’
夫－ 

箸

す
でに
半
世紀
を
過
ぎ

た
激動の

昭
和
史
は
、

ね
た

ち
の同
時
代
史と

し
て
厳
正に
記
録
され
ね
ば

なら
な

い
。

と
の
壮大

な作
業

を
ま

えに
し

て 、
多
くの
康
史家
が
民
込み
し
て

い
る

と
き
、

矢
次一
夫氏
は ニ
カ

年

余に
わ

た
る
筆
を

雑
誌
『
正
諭』
誌

上
にお
い
て
執り
は
じ

め
、つ

いに

上
下二
巻の
盆K

た
る同
時
代
史を

完
成

され
た

。

著
者は
秘
史
で あ

り、
私
史
で あ

る
と

い
う
が

、
本容 と
そ
余
人を
も

って
代
え縫い
待
望
の，
昭
和
外
史’

で あ
る

と
思う
。

齢八
十
歳に
し
て
い

ま
なお

宵年

の
気
概
を
有し、
政
治、
外
交
の万

般に
通
ず
るば
か
り
か

、そ
の
論
旨

の
伶倒に
し
て
餓
密し
か
も
雄大

な

る と
と

は
、

務
者を
知
る
人の共
通

に
認加%

とと
ろ
で あろ
う
が

、
・本

窃
を
緩
い

た
読
者除

、
矢
次一
夫氏

と
そ

、動
乱の
昭
和
時
代
を
生きぬ

き
、

政
治を
動
かし
てき

た一
代
の

侠
客に
し
て
野
人た
る
を
知る
で あ

ろ
う
。北一

輝
、

大
川
局
明、吉
野作
造
、

麻
生
久、
永
井抑
太
郎
、風

見章
、有

一

束十品

薦

者

一
ロ
フ
クバ
Y
V
『ボ
1の－
絞」

解散

一
一
年
後、
仲
間の
ヤ
ス
ヒ
ヨ
は
大
手
出
版

一
社の
緯肱
編
集
者
に
なっ
て
い
た。
と
と

一
ろ
が
ヤ
ス
ヒ
ヨ
が
狽当
の
人
気
少
女守
y

一
ガ
ヌが
惨
殺さ
れ、
現
織に
はヤス
が
犯

一
人
とい
わ
ん
ば
か
り
の
治
則凶
日間
／
そ
と

一
で、
ぽ
〈
は
観
友ヤス
の
た
め、
奮
然
起

一
っ
て
真
相
究
明に
衆
り
だ
す、
出荷
さ
と
楽

一
し
さ
いっ
ぽ
い
の
批加
盟ロ
守
y・

…

（mHM一社・七八O同）

一

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

ギ
ャ
ッ
プ

一

宮
川
陽
袋、w－
E・
コ
ル

一

ピ1
、山

間
消二
共
哲

一
・本容でい
う
3
7
2
y
ス
と
は

一
〈
情
報〉の
と
と。
米
国
で
は
必
裂な
情報

…
の
九
五
れ
は
合
法
的
手
段で
符ら
れ
る。

一
石
油シ・
7
夕、

m円高問題
な
ど
も、
公
開

…
誌
を
収
集
分
析
して
い
設
迅
述、
適

一
切
な
対
応が
で
き
た
は
ず
と
指
摘摘
す
る．

一
番
目
本の
内
外の
情報の
ズ
レ
を

一
国
際
活
動の
現
掛か
ら
打
ち
帥鳴ら
し
た
密

一
銭。（政治広報セYF！一四OOB

一

全
国
市
町
村
名
変
遷
総
覧

一
『
市
制・
町
村
制」
は
明
治ニ
十二
年に

一
施
行さ
れ
た
が、
以
来
九
十
年、
今日
ま

一
で
畿
多の
分
降、
合
併
が
行
わ
れ
た。
本

一
得
は
そ
の
問に
わ
た
る
全
国
市
町
村の
路

一
号
合
を
各
都
泡
府
県
別に
集
大
成
し
た

一
も
の・
総
覧
は
『
明
治
二
十一一
年の
市
町

一
名」
「
鈎
年に
わ
た
る

萎ぎ
な
ど
三
項

一
自に
分
か
れ
て
お
り、
各
県で
ま
ち
ま
ち

一
の
市
制、
町
村
制の
篇
行
年
月日
が
明
記

一
さ
れ
て
い
る
憶
か
，
都’
の
変
遷
も
鈎
敏

一
さ
れ、
移
り
変
わっ
た
市
町
村
名の
歩
み

一
を
知
る
う
え
で
貧猛
な
も
の
だ。

一

宮
本－m除出版・

五
七

五
O
B

一
：
：
：
立
ち
読
み

ぽくらの気持
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国八
師ゆ
から
近
衛文
前刷、
東
条
築
地切

に
いたる
ま
で、
枚
挙に
いと
ま
の

な
い氏
の
人服
、

交
友

、そ
の
親
疎

の一
一鶴一
舶は
、

矢
次一
夫
氏が
た

ん
なる
g閉幕
的
策士
と
はまっ
た
く

異
次元
の
根っ
から
の
Hベ
ラ
Pス

ト
であると
と
を
物
語っ
て
いる。

氏
を一
貫し
て
沈
れる
信条は
、

軍
部と
くに
陸
軍
の
横暴が
問
策を

ふ
み
に
じ
ったζ
とへ
の
焔
烈
な
批

判
例制
神に
支
えら
れて
い
る 。
「
明

治
以米の
経
代政
府
は、
巡
歩的
な

社
会政
策
など
い
かに
践
者が
提求

して
も
耳
を
かそ
うと
は
して
い
な

い。そ
の
くせ
何
か
暴力
事
件が
突

発
したり
す
る
と
、

あ
わて
て一
時

の
カン
フ
ル
注
射の
よ
う
な策をと

っ
て
いる」 。
「国
策の
大
事を
、

対

人関係
にお
ける
好
感だ
け
で徐す

る
と
い
う
の
はベ
ラ
締と
い
うほ
か

はな
い」
と
いっ
た
指
摘
は
、

訓
戒

の雪国と
して
も
千
鈎の
重み
を
もっ

て
い
よ
う。

し
か
も近
衛を
評
して
「近
衛と

い
う
も
の
は
、・・・・

結
果
的
に
は取

絡の
政
治
的ロ
ポフ
ト

であり、
大

京
以 、
国
防国家
建
設と
い
う
、同

民にと
って
は栂
当
に
苦し
く
、

そ

して
最
後に
は大
敗
臓と
い
う
悲
劇

的
運
命のレ
ー

ル
の
ょに
、

いつ
の

削に
か
、み

ル
なを
やん
わり
と
果

せ
る
役
淘を
来
た
した」
と
諮り
、

低
側
洋右
を
M灯
して
ご
見豪
放に

見えて
、

旬止
は
小
心の
とζ
ろが
あ

り
、

非常
に
必
住が
強そ
う
で、
妥

112 

協
性に
も
包ん
でいた
松
岡の
性
格

的
矛
盾
は、
激励
す
る
時
代
のるつ

ぼ
の
中に
入
れ
ら
れる
と
、

弱
点の

方が
大き
く
作
用
したり
、

映し
出

さ
れて
くる」
と
い
い
き
れる
人物

は
、

いま
や
著者
をお
いて
はほ
か

に
ある
ま
い。

私にと
って
本苫の
圧
巻
は
第二

総
「目
撃
事
変」
であるが
、

厳
開附

橋
市け
件に
際
し
、

総
支
閃懲派が
根

山州
を
切る
きっ
か
けと
なっ
た
米
首

元
川
の
日
夜に
よる
倣
兵
協
定
逮反

につ
いて
も
「
中
開
人のユ
ーモ
ア

を
解し
、ム
ー
ド

を
交えた
処
理
方

法を
心
得て
い
た
ら
と
、当

時を
回

怨
して
千
悔の
念に
地
え
な
い
も
の

が
ある」
と
述べ
て
いる
あ
たり、

勝
介
石の
自
信過
剰が
み
ず
から
を

街
地に
陥れ
たと
見倣
す
西
安事
件

につ
いて
の
本
曾の
分
析
と
と
も

に
、

矢
次氏が
「
本
物の
支那
通」

であるζ
と
を
も
凝
明
して
いる 。

本書を
私
は昭
和
史を
知ら
なMP

皆
い
読
者に
検
奨す
る
と
と
もに‘

批の
政
治家た
ち
が
本
代H
に
絡
し

て
、

僚
を
正
され
んζ
と
を
願っ
て

やま
な
い。

（山内京外関税州大学
数度中
崎地相経）

横
浜
の
今
昔
を
流
麗
な
鋒
で
抽
く

山去
は
私もζ
の
秋に
検
浜をテー

マ
に
し
た
港
の
画
文
集
を
出す
予定

に
なっ
て
いて一
度
3き
上げ
た
原

・射
を
も
う｝
度いじり
直
し
て加
る

とζ
ろ
なの
だ
が
、

そ
の
祈り
にと

の
本を
読む
機会が
あっ
て
大へ
ん

興
味
深く
、

新し
い
知滋
を
得た 。

と
同
時に
日
本
で第二
の
人口
を
持

ぷイ羽，叫i
huh－叫品刊

：
1
J
 

機械
隙
喰
還

ャ，ιし・h
hfev 『横浜物語』

瓜生
卓造
箸

（J米
京
必
籍・一
二
O
O
問）

つ
大
都
会を
浮くと
と
の
む
ず
かし

さ
を
感じた 。

近
頃ど
う
いう
わ
けか
、

繊浜の

こ
と
を
書
いた
本が
制合
よ
く
出
版

されて
いる 。
自分が
山口いて
いる

から
目
立つ
の
か
もし
れ
な
いが
い

ずれ
も
気に
な
って
悦ん
でみ
た 。

そ
の
中に
あっ
てと
の

「樹浜物
係官

は一
味
違
って
いて一
気に
絞
ませ

る
も
のが
あ
った
よ
う
に
思
う。
従

来の
も
の
はど
ち
ら
かと
百えば
郷

土
史家
に
よる
も
の
で史
実
に
は
詳

し
いが
、

視
野が
せ
ま
い
場
合が
多

い。
乙
の
mmの
・本
は
挺に
主力
の
魅

力が
・加
わら
な
いと
と
つつ
き
の
恋

読
書
去
場

い
も
のに
な
って
し
ま
う
。

瓜
生氏

の
揚
合は
客
観的
にと
ら
えて、
さ

ら
に
実
際に
歩いて
感じとっ
た
実

感が
加
わり
、

作家
と
し
て
の
筆力

で表
現した
点に
大き
念
魅力が
生

ま
れ
た
の
ではな
いだ
ろ
う
か。

そ
れ
でも
、

なお 、
償浜と
いう

歴
史の
浅
い
、

たっ
た一
O
O年そ

ζ
そζ
で日
本第二
の
都
会に
な
っ

た
町
は銀
いに
く
い
もの
である。

縦につ
らぬ
く
人
探が
なく
、しか

も
生粋の
地の
人間が
い
な
い
、

そ

の
くせ
近
代
文化
の
靴店
凶作の
地が
や

た
ら
と
あ
って
話が
八
方
へ
鉱
が

る
、

文学
的に一
つ
の
筋を
通す
の

に
若者は大へ
ん
な
苦
労が
あ
った

の
ではな
い
かと
思
う。
商
白そ
う

で、
し
ま
ら
な
い
のが
償
浜
で
あ

る
。

人間
であり
なが
ら
、

どれ
も

中
途
半
端
で主
役に
念り
き
れ
な

い
、

浅野
総一
郎ぐ
ら
いが一
応中

央
に
ま
で知ら
れて
いる
が
そ
れ
で

も三
菱ま
でに
至
ら
な
い。
伊藤
時

文
も
結
局
、

儲浜
は
綬
岨宵
け程
度、

文学
的
に
苫ζ
うと
す
れば
する程

償訴の
大き
さと
筏
さが
足を引っ

ぱ
ったと
と
だ
ろ
うと
推
察す
る 。

如実
な
町
なの
である
。

中
村
房
次
郎の
逸
話
はあ
まり
知

ら
れて
い
な
いだ
けに
弘に
は大へ

ん
興
味が
あ
った。
弁伊
E
mm批
判

は
全く
私も同
感。
総
じて
横浜の

町に
援
か
い
自
を
向
けて
脅かれ
た

絡
し
い
本
である 。

（イラス
トレ
ー
ター
籾
原
良平
）
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